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＜研究テーマ＞

私は現在土質担当に所属しており、土構造物の耐震問

題について研究を行っています。地震によって土が繰返

し荷重を受けると、土の強度は徐々に低下します。その

最たるものが液状化であり、東北地方太平洋沖地震の時

には液状化によって大きな被害が生じました。

このような被害を防ぐには、地震時における土の挙動

を精度よく推定することが必要であり、そのためには繰

返し荷重による強度低下を考慮することが重要です。土

の種類や密度によって地震時における土の強度低下傾

向がどのように異なるかを調べています。

＜農村工学との関わり＞

私が農村工学と関わりを持ったのは高校時代からです。私は出雲農林高校という農業高校の出身

で、高校生の頃から測量や水理学など農村工学に関する勉強を行っていました。その後、大学およ

び大学院でさらに専門的な知識を得るにつれて、農村工学の重要性への認識が高まり、現在の仕事

を目指すようになりました。就職してからは調査などで実際の構造物を見る機会が増え、貴重な経

験をさせて頂いています。また一方で、研究成果が活かされる対象を間近に見ることにより、仕事

への責任感がより一層高まりました。

＜その他＞

大学の頃はサイクリング部に所属しており、日本国内

の各地を自転車で旅行していました。移動は自転車、食

事は自炊、宿泊はテントという節約旅行で、観光地を巡

ることはあまりありませんでしたが、自転車旅行が珍し

いためか地域の方々が親切にして下さり、とても良い経

験をすることができました。

大学卒業後は自転車で走る機会が少なくなっていま

したが、運動不足解消のため最近また乗り始めました。

サイクリングを通して気分のリフレッシュや体力維持

に努め、万全の態勢で研究を行っていきたいと思います。

筆者

上野 和広（UENO, Kazuhiro）

研究者の横顔

地震前はここにため池がありました

地震によるため池被害の調査状況

沖縄へ旅行した時の様子


